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要約 

行政の資料より，年々里見川の水質が悪化しているように考えられるが，行政の資料からは直接的な原因を読み

とることはできない。そこで本研究では，実際に里見川の水を採取，分析し，水質悪化の原因について調査研究を

行った。 

先ず初めに調査キットを用いて里見川の水質の最新情報を調査した。その結果CODおよびpHの値は悪化しており

水質汚染の可能性が確認された。私たちは里見川周辺の人口増加および工場が隣接していることに着目し，リン酸

イオンおよび塩化物イオン濃度の詳細な調査を実施した。川の上流，下流，支流との合流地点などいくつかの地点

について状況調査及び採水を行った。採取した試料中の各イオンの濃度決定については，リン酸イオン濃度は分光

光度計を用いて，塩化物イオン濃度はモール法により測定を行った。 

実験結果より，リン酸イオン濃度，塩化物イオンともに，支流よりも本流の数値が大きく，支流が本流に与える

影響は少ないと考えられる。また，天候による流量の変化が数値変動に関係しているとも考えられ，データの比較

検討がやや困難であった。また，今回の測定で得られたリン酸イオン，塩化物イオンの濃度は環境省が定める水質

基準よりかなり小さく，生活排水や工場廃水が原因で水質に悪影響を与えているがどうかの判断は難しい。 

今後，水質悪化の原因を調べていくために，今回の調査で判明した内容を検討し，継続して調査を実施すること

が必要である。まず，採水時の河川の条件(天候・流量等)を考慮して採水を行うこと，河川流域の状況をさらに詳

しく調査し採水ポイントや検査項目の再検討を行うこと，実験技術の向上等が課題として挙げられている。 

 

    We studied the water quality of The Satomi-gawa River, which flows near Konko Gakuen, because we thought 
that The Satomi-gawa River might be polluted. First, we tested the water conditions. Our results showed that the 
values of COD and pH have gotten worse at two points compared to a previous study done by Asakuchi city. Second, 
we measured levels of phosphate and chloride ions, because we expected that there might be a possibility of water 
pollution due to an increase of population and factories located along the river. The results show that both phosphate 
and chloride ions from household effluent has no significant effect to The Satomi-gawa River’s water quality. We will 
re-examine the water at the survey spots, and we want to find a way to improve methods for further studies. 
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1．序論 

 私たちが通う学校の近くを流れる里見川の環境について

調べたいと思った。里見川は農業用水確保のためにつくら

れた川である。今では植物が繁殖し，魚などのすみかとな

り，自然の川となんら変わりのない姿となっている。しか

し，里見川は年々，汚染されている。 

そこで，本研究では，実際に里見川の水を採取，分析し，

水質悪化の原因を調査した。先ず初めに調査キットを用い

て里見川の水質の最新情報を調査した。その結果，2地点

でＣＯＤおよびｐＨの値は悪化しており水質汚染の可能性

が確認された。私たちは里見川周辺の人口増加および工場

が隣接していることに着目し，リン酸イオンおよび塩化物

イオンを詳細に調査した。川の上流，下流，支流との合流

地点などいくつかの地点の水質について調査した。 

 私たちは，環境を悪化させている要因を特定し，改善す

るために水質調査を実施している。調査結果を分析するこ

とで，里見川の環境改善について，なんらかの提案ができ

ればと考えている。 

 

 



 

 

2．本論 

～里見川の水質の低下の原因の追及～ 

使用器具 

紫外可視分光光度計(島津製作所ＵＶ-1800),メスフラスコ，

ビーカー，ホールピペット，ビュレット 

 

使用試薬 

(ＣＯＤ，ｐＨ測定) 

パックテスト 

川の水調査セット(株式会社-共立理化学研究所) 

(リン酸イオン測定) 

モリブデン酸アンモニウム(和光純薬工業株式会社)，硫酸

(米山薬品工業株式会社) 

アミド硫酸アンモニウム(米山薬品工業株式会社) 

塩化第一スズ(中村商店) 

塩酸(米山薬品工業株式会社) 

リン酸二水素カリウム(米山薬品工業株式会社) 

クロム酸カリウム(和光純薬工業株式会社) 

(塩化物イオン測定・モール法) 

硝酸銀(関東化学株式会社) 

塩化ナトリウム(関東化学株式会社) 

クロム酸カリウム(和光純薬工業株式会社) 

 

 

 

3.研究内容 
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パックテストを用いたＣＯＤ，ｐＨ簡易測定 

 COD，pHは水質を調査するうえで，基本的な水質データ

を確認することができる。しかし，数値は目視によるもの

であるため，正確なデータとは言えない。今回は，調査地

点を3～4ヶ所に決定するためにパックテストを実施した。

その結果，本校からの調査可能範囲で里見川本流に架かる

橋(上流から)松の木橋，山下橋，神影橋の３ヵ所を調査す

ることに決定した。なお，山下橋地点では支流である佐方

川が合流しているので，そちらも調査地点に含める。 
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分光光度計を用いたリン酸イオン濃度測定 

リン酸イオンはプランクトンの栄養源の一つであり，富

栄養化を招き，赤潮や青コ等の原因となっている。モリブ

デン酸アンモニウムと反応してできるヘテロポリ化合物を

塩化スズで還元すると，リン酸イオン量に応じた青色を呈

する。本研究では，紫外可視分光光度計を使用する。 

 

 

【基本操作】 

メスフラスコ(100ml)にサンプルを20mlいれる。そこにモ

リブデン酸アンモニウム溶液を1.25ml加え密栓し，撹拌。

塩化スズ溶液を0.06ml加える。15分間放置し，分光光度

計で吸光度を測定する。 

 

【本操作】 

検量線を作製する。標準値を測定するため，リン酸イオン

を0ml(ブランク)，1ml，2ml，5ml，10ml，15mlをメスフラ

スコに分取し，精製水を加え，20mlにメスアップ。基本操

作に従い，操作を進める。まず，ブランクを用いてリン酸

イオンが含まれない試料で計測する。残りの試薬はブラン

クと比較し，計測する。 

里見川に流れる水を上記のサンプル部分でくわえ，それぞ

れ手順に従って測定する。 
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モール法による塩化物イオン濃度測定 

 塩化物イオンは川の水に元々少量ながら含まれているも

のである。主に生活排水や下水，し尿が流入した場合大き



な数値が見られるものである。生活排水などの流入が見ら

れる場合には，平常値よりもずっと大きな数値が見られる。 

 

 

【実験操作】 

(1)ファクター(f)の測定 

0.01mol/L塩化ナトリウム水溶液を三角フラスコに20mLと

り，5％クロム酸カリウム水溶液を5滴加えた後，激しくか

き混ぜながらビュレットより，0.01mol/L硝酸銀水溶液を

滴下する。 

(f)＝
理論滴下量

滴下量
=

20
19.8

 

 

(2)試料中の塩化物イオンの濃度決定 

試料溶液を三角フラスコに 20mlとり，5％クロム酸カリウ

ムを5滴加えた後，激しくかき混ぜながらビュレットより，

0.01mol/L硝酸銀水溶液を滴下する。 

塩化物イオン濃度�
mg
L
�

= 0.01 �
mol

L
� ×

35.5
20𝑚𝑚𝑚𝑚

× (f)

× 硝酸銀滴下量× 103 
 

4.実験結果，および考察 
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リン酸イオン濃度より 

 
支流よりも里見川本流の数値のほうが大きい。これより，

支流が本流に与える影響は小さいと考えられる。下流に行

くほど数値が大きくなっていると言える。いずれも環境省

の水質基準よりも小さい数値であることから生活排水が里

見川に与える影響は小さいと考えられる。 
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塩化物イオン濃度より 

支流より里見川本流の数値のほうが大きい。この数値変動

は気候条件の違いによるものと考えられる。これより，支

流が本流に与える影響は小さいと考えられる。 

各地点とも，水道法で定められている水質基準の200mg/L

以下であり，し尿や下水，家庭排水が里見川に与える影響

は小さいと考えられる。 

 

5.結論 

 実験結果および考察より，調査地域での生活排水等が里

見川に与える影響は小さいと考えられ，水質の悪化には他

の原因が考えられる。 

 

6.今後の課題 

気候変化により流量が変化すると数値が変化する。よっ

て，調査する際，天候や調査時間などの条件をできる限り

一致させる必要がある。また，水質変化を見ていくために

は調査を継続しデータを積み重ねることが必要である。 

研究方法について，今回行った実験は全て初めて行った

ものであり，実験操作等の経験が不足しているため，実験

の精度を検証する必要性を感じている。 

 生活排水や工場廃水以外に考えられる汚染の原因をみつ

けるために，里見川の基本データを細かく調査する必要が

ある。 

　吸光度＜リン酸イオン濃度(mg/L)＞

2012年4月25日 0.0029 0.0004 0.0017 0.0001

2012年5月9日 0.0035 0.0001 0.0054 0.0073

2012年5月16日 0.0011 0.0004 0.0003 0.0030

　　　　観測点
採取日

山下橋
(里見川)

山下橋
(佐方川)

松の木橋
(合流後)

神影橋
(排水溝下)

モール法＜滴定量(ml)＞

2012年4月25日 2.38 2.17 2.02 1.83

2012年5月9日 1.95 1.50 1.65 1.45

2012年5月16日 2.11 1.87 2.32 1.60

モール法＜塩化物イオン濃度(mg/L)＞

2012年4月25日 42.7 38.9 36.2 32.8

2012年5月9日 35.0 26.9 29.6 26.0

2012年5月16日 37.8 33.5 41.6 28.7

　　　　観測点
採取日

山下橋
(里見川)

山下橋
(佐方川)

松の木橋
(合流後)

神影橋
(排水溝下)

　　　　観測点
採取日

山下橋
山下橋
合流前

松の木橋 神影橋
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モール法＜塩化物イオン濃度（mg/L)＞  

4月25日 5月9日 5月16日 



7.参考文献 

里見川水系水質保全協議会 

川の水調査セット取扱い説明書／共立理化学研究所 

水の分析(第４版)／化学同人 

 

8.謝辞 

独立行政法人建築研究所上席研究員 山海敏弘先生，大阪大

学薬学研究科教授 平田收正先生，岡山理科大学理学部応用

物理学科特任教授 野瀬重人先生，岡山大学教育学研究科教

授 喜多雅一先生より，水質調査の基礎や研究手法・データ

の検証方法・プレゼンテーションの手法等について多くの

アドバイスをいただきました。今後の研究に役立てていき

たいと思います。ありがとうございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


